
     

 

 

国際サイエントロジーボランティアが熊本地震で救援活動を行う 

 

今月 14 日夜から一連の地震に見舞われた熊本県にて、国際サイエントロジーボ

ランティアが活動を行い、現地で必要とされる物資の仕分けや、御船町などの

避難所にて身体的苦痛を和らげる「アシスト」を提供しています。 

 

 

 

 

プレスリリース 

2016 年 4 月 25 日 

 

 身体的苦痛を和らげる「アシスト（救助方法）」を提供するボランティア 



     

 

 

 国際サイエントロジーボランティアは 1970 年代半ばに創設され、約 1,000 もの組織

や行政機関と協力して、これまで何百もの災害現場で被災者支援を行ってきた国際的な

団体です。日本では、1995 年の阪神大震災より本格的に活動を開始し、中越地震や東

日本大震災などの被災地で行政機関や団体などともに被災地での活動を行っています。 

 

 災害現場では、ボランティアセンターや行政機関などと連携し、現地で求められてい

る物資の仕分け・配送や需要の調査、子供の精神的ケア、お茶会の提供なども行ってき

ました。各地の被災地で特に要望が多いのが、アメリカの人道主義者 L.ロンハバードに

よって開発された身体的な苦痛や精神的なストレスを和らげる「アシスト（援助方法）」

と呼ぶ技術やコミュニケーションの回復、子育てなどの支援に関する技術の提供です。 

 

 東日本大震災の際も、多くの被災者に対し、支援や技術の提供を行わせていただきま

した。そして、現在では、熊本大震災に際し、現地のボランティアセンターなどと連携

して被災者支援を行い、救援物資の仕分けや、御船町中学校の避難所などで 50 名以上

にアシストを提供し、避難所では「次も来て下さい」という声をいただいています。 

 

国際サイエントロジーボランティアについてのさらなる情報は 

http://www.rescue.bz/ 

 

問い合わせ先： 

サイエントロジー東京 広報部 

後藤 E-mail: mail@hubbard.jp  TEL: 03-4578-7584 

  

http://www.rescue.bz/
mailto:mail@hubbard.jp

